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ダイヤモンドが我が国にもたらしてくれた恩恵をこの目で見てきたモツワナ(ボツワナ人

のこと)として、私はダイヤモンドの恩恵について証言したいと思います。40数年前にダ

イヤモンドがボツワナで発見されて以来、ダイヤモンドの恩恵をボツワナの人々にもた

らすために、我々はこの鉱物資源を慎重に管理してきました。我が国の目標と戦略に基

づき、我が国の公共部門としての財源の大部分は、インフラ(道路、電気、電話および公

共輸送など、日々の経済活動を支えるサービスと施設)の整備に振り分けられています。

バツワナ(ボツワナ国民)の圧倒的多数は、雇用機会を利用し、清潔な水道、医療、教育

を利用し、さらにHIV/AIDSの緩和のために作られたプログラムを活用して、我が国の経

済発展に関わっています。我々ボツワナの国民にとって、ダイヤモンドの発見は災いで

はなく、幸運だったのです。我々は、資源加工を行えば自然と経済が発展するというも

のではない、という他の国々の経験を教訓としました。そのために、我々は、地下にあ

る我々の富(ダイヤモンド)の恵みが確実に人々に行き渡るようにしました。 
 
 


